










1.はじめに 

発達障害児(発達遅延児)の早期発見・早期療育の重要性については,いまさら指摘するまで

もなく,誰もが認めるところである。発達遅滞の診断は,リスクの評価・家族歴の評価,発育

と発達の経過,理学的所見などにより,総合的,包括的に評価し診断される。 

東京都世田谷区(人口:約 82 万人,出生数:約 7千人)では,昭和 56 年より世田谷区乳幼児育

成相談所が開設され区内の発達障害児の療育・育成保育を行ってきた。平成元年 4月,世田

谷区総合福祉センターの相談指導訓練事業へと発展的に姿を変えた。発達障害児の早期発

見・早期療育のために総合福祉センターは専門医相談・理学療法・心理相談・言語療法・

育成保育などを行っている。今回,世田谷区総合福祉センターの開設後の2年間に来所した

事例について,センターへのにいたるまでの経緯,リスクの内容,主訴などについて調査検

討した。 


